
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。

・ ・ ・ ・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

○基礎・基本の定着と活用力の向上 ○授業中、自ら進んで学習活動（発表、
交流など）に取り組む児童生徒が８０％
○学習状況調査等での「活用力」の問
題の結果を、県平均以上。

・日々の授業において，一人一人が思
考・判断・表現する場や互いの思考を共
有する場を設定し，その姿を見取り称賛
していく。
・「南波多メソッド」毎時間における「めあ
て」の提示と振り返りを徹底していく。

・ ・ ・

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした児童生徒８０％以上

・学校行事、体験活動ごとに個人の目標
を立て実践、ふり返りをさせる。
・あらゆる教育活動の中で、ほめる（認
める）過程を大切にし、自己肯定感や自
己有用感を高める。

・ ・ ・

道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者
各担任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、防止等
のための取組、事案対処等）について、
組織的に対応ができていると回答した教
員８０％以上

・本校のいじめ防止対策基本方針をもと
に、いじめの定義、覚知、認知及び対応
について共通理解を図り、全職員で対
応する。
・いじめの理解及び対応についての研
修・会議を年間３回以上行う。

・ ・ ・

生徒指導主事
各担任

◎夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

○常に「夢や目標をもち、その実現に向
けて常に努力し続ける」という意識を持
たせ、「昨日の自分より成長した今日の
自分」を実感する児童生徒８０％以上

・学校や家庭、地域でのあらゆる教育活
動の場で、「出番を意図的に作り、役割
を計画的に与え、しっかり承認する」とい
う場面や機会を作る。

・ ・ ・

各ステージリーダー
各担任

●運動習慣の改善や定着化 ●体育の授業以外（部活・社会体育・昼
休みなど）で運動やスポーツを行う時間
が１週間で４２０分以上の児童生徒８
０％以上

・運動能力調査の結果を分析し，種目を
焦点化し、取り組ませる。
・主に前期課程の児童には、天気のよい
日は、（体調と気温等を考慮して）できる
だけ外に出て遊ぶように担任が声をか
けたり、保健委員会に呼びかけさせたり
する。

・ ・ ・

体育主任
体育副主任
各担任

○感染症予防教育の充実 ○学校及び家庭生活において、手洗い・
うがいの習慣がついている児童生徒９
０％以上

・全学年、発達段階及び時期に応じて保
健指導を行い、知識と実践的態度の育
成を図る。

・ ・ ・
養護教諭
保健主事

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限（月４５時間）を遵守する
教職員１００％

・定時退勤日の設定及び確実な履行
・部活動複数顧問体制の充実
・管理職による個々人の労働時間の確
実な把握及び指導助言を行う。

・ ・ ・
管理職（教頭）

○学校、家庭、地域での役割分担の明
確化と実践

○学校が行うべきことについて重点的に
取り組み、その取組の達成感や満足度
を感じる教職員９０％以上

・コミュニティ・スクールの発足を機に、
学校運営協議会等をとおして役割分担
を明確にし、学校がすべきことに集中し
て取り組める環境作りを行う。

・ ・ ・
管理職（副校長）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○義務教育学校３年目「創
造期」の完結

○９年間の枠組みでの体制づくり
○ステージリーダーを中心とした各ス
テージ経営の充実

○教職員のステージ経営の充実及び満
足度９０％
○各ステージの最上級生としての自信
及び満足度９０％

・ステージ経営方針に沿って、ＯＪＴを核
とした共通理解と実践を図る。
・すべての教科においてカリキュラムの
見直しを行う。

・ ・ ・
各ステージリーダー

○地域とともにある学校づ
くり

○コミュニティ・スクールの周知と機能の
充実

○教職員及び保護者、地域住民のコ
ミュニティ・スクールのしくみや取組内容
の認知度９０％以上

・学校ＨＰや学校だより、コミュニティ・ス
クールだより等を通して積極的に情報発
信をし、周知および啓発を図る。
・育友会の機能の活性化と充実を図る。

・ ・ ・

管理職（副校長）

○一人ひとりのニーズに応
じた個別指導の充実

○特別支援教育の充実 ○特別支援学級および通常学級におい
て支援を要する児童生徒への指導・支
援の教職員の満足度９０％以上

・校内における児童生徒支援会議や関
係機関を招聘しての職員研修を充実さ
せ、「誰でもできる特別支援教育」を目指
す。

・ ・ ・
特別支援教育コーディネー
ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立南波多郷学館

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本校の学校教育目標や重点項目について、保護者や地域の認知度が低く、周知や共有が徹底できていない。
・義務教育学校開校３年目の「創造期」として、９年間の枠組みでの体制づくりを目指し、小学校と中学校の集合体ではなく「ひとつの学校」という認識が児童生徒・保護者・地域・教職員の間で高
まってきた。

２　学校教育目標 「ふるさとを愛し、志をもつ児童生徒の育成」　～　ふるさとに学ぶ　ふるさとを学ぶ　ふるさとの人と共に歩む　～

３　本年度の重点目標 ①９年間の一貫した指導により、「学び」と「育ち」をつなぎ、各ステージの最上級生に求める姿を全職員で共有しながら、一人ひとりの個性と能力の伸長を図る。
②南波多地域全体で児童生徒を育てていく、コミュニティ・スクールの仕組みを確立する。


